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1

序説

STK503 使用者の手引き

STK503はAtmel社STK500開発基板のｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板です。これは100ﾋﾟﾝのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
(ATmega640,ATmega1280,ATmega2560)用の支援を付加します。 

STK503はこれらのﾃﾞﾊﾞｲｽ機能の完全な利用を可能にするﾊｰﾄﾞｳｪｱやｺﾈｸﾀを含み、同時に
ZIF(挿入力ｾﾞﾛ)ｿｹｯﾄは試作に対するTQFP外囲器の使用を容易にします。 

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

図1-1. STK500用STK503ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

特徴 ■　ATmega640,ATmega1280,ATmega2560を支援 

■　100ﾋﾟﾝTQFP外囲器用挿入力ｾﾞﾛ(ZIP)ｿｹｯﾄ 

■　STK500を通して高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援 

■　STK500を通して直列(ISP)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(実装書き込み)を支援 

■　ﾎﾟｰﾄE,F,G,H,J,K,L用ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ 

■　1.8～5.5Vの全動作範囲を網羅する基板上のRS-232変換器 

■　使用者実装可能なSRAMﾁｯﾌﾟ用ﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ) 

■　ﾒﾓﾘと周辺機能への接続を容易にする基板上のｱﾄﾞﾚｽ ﾗｯﾁ 

■　JTAGICE mkⅡを使う内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用JTAG ｺﾈｸﾀ 

■　実時間時計(RTC)実装を容易にする基板上の32kHzｸﾘｽﾀﾙ 

■　AVR Studio 4による支援
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本章でSTK503の全機能の概要を得るでしょう。ZIFｿｹｯﾄへAVRを装着する方法とSTK500と共
にSTK503をどう使うかを学ぶでしょう。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ概要 STK503はATmega2560のような100ﾋﾟﾝAVRに対して応用の開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを始めるための柔軟
な道具です。必要ならば利用可能な信号全てに対して使用者自身のﾊｰﾄﾞｳｪｱへの接続を容
易にするｺﾈｸﾀがあります。

図3-1. STK503

ZIFｿｹｯﾄ

ここにAVRを配置します。より多くの詳細については「AVRの配置」をご覧ください。

JTAGｺﾈｸﾀ

これは応用(物)をJTAGICE mkⅡで書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする接続です。「JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」と
「JTAGでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ」をご覧ください。

ISPｺﾈｸﾀ

本ｺﾈｸﾀとSTK500上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｺﾈｸﾀ間のｹｰﾌﾞﾙ装着により、新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをAVRへ容
易に書き込めます。ｹｰﾌﾞﾙ接続法とAVR Studioの使い方の記述については「実装書き込
み(ISP)」をご覧ください。

ｸﾛｯｸ元(XTAL,TOSC)ｽｨｯﾁ

STK503には基板内蔵と外部の各種ｸﾛｯｸ元を選択する2つのｽｨｯﾁがあります。これは「ｸﾛｯ
ｸ任意選択」節で記述されます。

SRAM実装用ﾊﾟﾀｰﾝ (ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)

本基板にはSRAMﾁｯﾌﾟ用の実装用ﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)があります。SRAMは実装されていま
せんので、正しい動作電圧のSRAMを選択できます。SRAM使用と接続のより多くの情報に
ついては「外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」節をご覧ください。

RAM上位ｱﾄﾞﾚｽ(RAM HIGH ADDRESS)ｼﾞｬﾝﾊﾟ

これらのｼﾞｬﾝﾊﾟは制御部からSRAMへのいくつかのｱﾄﾞﾚｽ信号禁止用です。「外部ﾒﾓﾘ ｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽ」節をご覧ください。

RS-232ｺﾈｸﾀ

STK503には基板上にRS-232変換器があります。これを使うにはAVRをｺﾈｸﾀのAVR側へ、
(ﾊﾟｿｺﾝのような)外部RS-232装置をRS-232側に接続しなければなりません。より多くの情報
については「RS-232ﾄﾞﾗｲﾊﾞ」をご覧ください。

PORTxｺﾈｸﾀ

全AVRﾎﾟｰﾄがﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀで入出力できます。それらはAVRﾎﾟｰﾄ名称に対応した文字で記さ
れます。ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝに加え、それらにはVCCとGNDﾋﾟﾝもあります。ﾋﾟﾝ配置については「追補」
をご覧ください。
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STK503の装着 全ての始まりとして、STK503がSTK500上に装着されなければなりません。

 1. STK500の電源をOFFにしてください。

 2. 他のｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板を取り外してください。

 3. STK500のｿｹｯﾄからどんなﾃﾞﾊﾞｲｽも取り外してください。

 4. STK500にSTK503を配置してください。両基板のEXPAND0とEXPAND1ﾍｯﾀﾞが正しく整列
しているのを確認してください。

図3-2. STK503の装着

ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置 STK503上のZIFｿｹｯﾄには100ﾋﾟﾝTQFP外囲器のAVRを取り付けます。

ATmega3290やATmega6490のようなLCD制御器付き100ﾋﾟﾝAVRﾃﾞﾊﾞｲｽとSTK500を使うに
は、STK503ではなく、STK504ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使わなければなりません。

 1. STK500の電源がOFFされているのを確認してください。

 2. STK503がSTK500に正しく装着されているのを確認してください。(詳細については「STK5 
03の装着」をご覧ください。)

 3. ZIFｿｹｯﾄにAVRを配置してください。基板とZIFｿｹｯﾄとﾃﾞﾊﾞｲｽの1番ﾋﾟﾝ印に注意を祓って
ください。

図3-3. ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置
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STK503上のAVRは4つの異なる方法でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

■ 直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (ISP: In-System Programming)

■ 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (HVPP)

■ JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■ 自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは本資料に記載されていません。目的のAVRﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてください。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
(実装書き込み)

AVRをISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするにはAVRがISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ可(SPIENﾋｭｰｽﾞ=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0))でなけれ
ばなりません。このﾋｭｰｽﾞは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによって(許可)
設定することができます。

図4-1. AVRのISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

STK503上のAVRをISPでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下を行なってください。

 1. STK500の電源をOFFにしてください。

 2. STK500上のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK503上のISPｺﾈｸﾀ間を6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。

 3. STK500の電源をONにしてください。

 4. ﾊﾟｿｺﾝとSTK500上のRS232 CTRLｺﾈｸﾀにｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

 5. AVR Studioを開始してください。ﾒﾆｭｰﾊﾞｰからTools⇒Program AVRを選択し、Connect...
釦を押してください。

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(書き込み)の準備が整っています。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの使い方のより多
くの情報についてはSTK500使用者の手引きの「前処理ｿﾌﾄｳｪｱ」項をご覧ください。
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高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
(HVPP)

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは常に利用可能です。他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作、ISPとJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは
禁止され得ます。高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を許可(に設定)することがで
きます。

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは5Vに設定された目的電圧が必要です。5Vを許容しない外部ﾊｰ
ﾄﾞｳｪｱがSTK500/STK503に接続される場合、それはAVRの高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに先
立って切断されなければなりません。

図4-2. AVRの高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

STK503上のAVRを高電圧並列でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下の手順に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 2. 5Vを許容できない、どのﾊｰﾄﾞｳｪｱも切断してください。

 3. 上図で示されるようにSTK500上のPROGDATAとPORTB、PROGCTRLとPORTDを接続し
てください。

 4. 表4-1.に従ってｼﾞｬﾝﾊﾟとｽｨｯﾁを設定してください。

 5. ﾊﾟｿｺﾝとSTK500上のRS232 CTRLｺﾈｸﾀにｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

 6. STK500の電源をONにしてください。

 7. AVR Studioを開始してください。ﾒﾆｭｰﾊﾞｰからTools⇒Program AVRを選択し、Connect...
釦を押してください。

 8. HW Settingsﾀﾌﾞで目的電圧(Vtarget)ｽﾗｲﾀﾞが5Vを示していることを確認してください。そう
でない場合、(5Vに)調整してWriteを押下してください。

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(書き込み)の準備が整っています。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの使い方のより多
くの情報についてはSTK500使用者の手引きの「前処理ｿﾌﾄｳｪｱ」項をご覧ください。

表4-1. 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ｼﾞｬﾝﾊﾟ/ｽｨｯﾁ設定

STK500 STK503

ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ側位置VTARGET XTALｽｨｯﾁ装着

非重要(任意)AREF TOSCｽｨｯﾁ任意

装着RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間装着OSCSEL

装着BSEL2

開放(未装着)PJUMP
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JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ JTAGICE mkⅡはｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの手助けに加えて、書き込み器(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ)としても使うことがで
きます。

AVRをJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ許可(OCDENﾋｭｰｽﾞ)がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されなけれ
ばなりません。このﾋｭｰｽﾞはISPまたは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで設定することができます。

図4-3. AVRのJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

AVRをJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには次の手順に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 3. STK503のJTAGｺﾈｸﾀにJTAGICE mkⅡﾌﾟﾛｰﾌﾞを接続してください。

 3. STK500のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

 4. ﾊﾟｿｺﾝとJTAGICE mkⅡ間をｼﾘｱﾙまたはUSBｹｰﾌﾞﾙで接続してください。

 5. STK500とJTAGICE mkⅡの電源をONにしてください。

 6. AVR Studioを開始してください。ﾒﾆｭｰﾊﾞｰからTools⇒Program AVRを選択し、Connect...
釦を押してください。

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(書き込み)の準備が整っています。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの使い方のより多
くの情報については、STK500使用者の手引きの「前処理ｿﾌﾄｳｪｱ」をご覧ください。



STK503ｸﾛｯｸ元

STK503 使用者の手引き 7

ATmega2560とその類似製品には2つのｸﾛｯｸ入力、XTALとTOSCがあります。STK503上の2
つのｽｨｯﾁはこれら2つの入力に何が接続されるのかを選びます。

図5-1. XTALとTOSC ｸﾛｯｸ選択ｽｨｯﾁ

XTAL ｽｨｯﾁ XTALｸﾛｯｸ入力に接続されたｸﾛｯｸ元はﾁｯﾌﾟ内部ｸﾛｯｸを駆動するのに使われます。ｸﾛｯｸ元
はｸﾘｽﾀﾙ発振子、ｾﾗﾐｯｸ振動子、外部ｸﾛｯｸ信号にすることができます。STK503上のXTAL
ｽｨｯﾁ設定はXTALﾋﾟﾝに何が接続されるのかを選びます。

STK500は次の2つの異なるｸﾛｯｸ信号を供給できます。

■ STK500は最大周波数3.69MHzのｿﾌﾄｳｪｱで制御された信号を生成できます。

■ (STK500の)ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ内にｸﾘｽﾀﾙを配置できます。

OSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟでこれら2つの供給元から選びます。この信号はSTK503で利用できます。

STK503にはｸﾘｽﾀﾙ用のｿｹｯﾄもあります。このｿｹｯﾄは少なくても(8MHz以上の)高周波数ｸﾘｽﾀ
ﾙで、STK500からのｸﾛｯｸの代わりに使われるべきです。

XTALｽｨｯﾁはAVRのXTALﾋﾟﾝへ配線される信号を選びます。

■ STK500供給ｸﾛｯｸ (文字STK500で記された位置にｽｨｯﾁを設定)

■ STK503のｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ (ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄに近い位置にｽｨｯﾁを設定)

TOSC ｽｨｯﾁ TOSC入力は標準I/Oﾋﾟﾝまたは、非同期計時器を計数できる低周波数発振器用の入力ﾋﾟﾝと
して設定することができます。STK503にはこれらのﾋﾟﾝに接続できる32kHzｸﾘｽﾀﾙがあります。

TOSCｽｨｯﾁはAVRのTOSCﾋﾟﾝに何が接続されるのかを選びます。

■ 標準ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝ - TOSCﾋﾟﾝはPORTGｺﾈｸﾀに接続されます。(文字PORTGで記された位置
にｽｨｯﾁを設定)

■ 32kHzｸﾘｽﾀﾙ (32kHzｸﾘｽﾀﾙに近い位置にｽｨｯﾁを設定)



外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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STK503によって支援されたAVRは外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通じて外部のﾒﾓﾘや周辺ﾃﾞﾊﾞｲｽと
入出力ができます。このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはPORTA(多重化されたﾃﾞｰﾀとｱﾄﾞﾚｽ下位ﾊﾞｲﾄ)、PORTC
(ｱﾄﾞﾚｽ上位ﾊﾞｲﾄ)、PORTG2～0(RD, WR, ALE)から成ります。

SRAM実装ﾊﾟﾀｰﾝ
(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)

STK503にはSRAMﾁｯﾌﾟを実装できるﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)があります。このﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)は
128×8のSOJとTSOP外囲器を受け付けます。

図6-1. SRAM実装ﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)

矢印は1番ﾋﾟﾝを示します。

中央電源ﾋﾟﾝのSRAMのみ使えます。

詳細については「追補」をご覧ください。

RAM上位ｱﾄﾞﾚｽ ｼﾞｬﾝﾊﾟ
RAM HIGH ADDRESS

外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの上位8つのｱﾄﾞﾚｽ ﾋﾟﾝの全て若しくはいくつかは禁止にでき、標準I/O
として使うことができます。この機能はSTK503に於いて専用のRAM HIGH ADDRESSSｼﾞｬﾝﾊﾟ
の装着によって支援されます。 SRAM実装ﾊﾟﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)から切断された信号線はSRAM
のｱﾄﾞﾚｽ線が浮かないようにLowへ引かれます。

ｱﾄﾞﾚｽ ﾗｯﾁ ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｽの下位ﾊﾞｲﾄとﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽはPORTAで多重化されています。ALE信号はｱﾄﾞﾚｽが存在
する時を示します。この下位ﾊﾞｲﾄはﾒﾓﾘ ｱｸｾｽ周期が完了するまでﾗｯﾁによって格納されなけ
ればなりません。

STK503のﾗｯﾁはALE信号に接続されています。ﾗｯﾁされたｱﾄﾞﾚｽの下位ﾊﾞｲﾄはSRAM実装ﾊﾟ
ﾀｰﾝ(ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ)に配線され、A[7:0]と記されたｺﾈｸﾀでも(入)出力できます。



RS-232ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
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STK503には目的電圧1.8～5.5V、最大速度480kbpsで動作するRS-232ﾄﾞﾗｲﾊﾞがあります。こ
れらは2つの送信ﾋﾟﾝと2つの受信ﾋﾟﾝです。STK500で利用可能なRS-232ﾎﾟｰﾄと併せて3ﾁｬﾈﾙ
が設計に対して利用することができます。

このﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾋﾟﾝはSTK503右下角のｺﾈｸﾀで利用できます(図7-1.と図7-2.参照)。

図7-1. RS-232ｺﾈｸﾀ

このﾄﾞﾗｲﾊﾞを使うには論理ﾚﾍﾞﾙ ﾋﾟﾝをAVRに、RS-232ﾋﾟﾝを外部装置に接続しなければなりま
せん。このｺﾈｸﾀはAVRとRS-232と記され、AVR側のﾋﾟﾝはAVRのRXDとTXDに、RS-232側はｺ
ﾈｸﾀまたはRS-232が可能な装置に接続されなければなりません。矢印は信号の向きを示しま
す。

TXDb

TXDa

AVR

図7-2. RS-232接続

A
V

R

R
S
-
2
3
2

RXDb

RXDa

STK503には9ﾋﾟﾝや25ﾋﾟﾝのｺﾈｸﾀが無いので、使用者がその接続を作成しなければなりませ
ん。けれども2つのﾁｬﾈﾙにTXDとRXDだけ、またはRTS/CTSかDTR/DSRのようなﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ
信号を使うのかを決められます。後者の場合、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ信号をｿﾌﾄｳｪｱによって制御される通
常のﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝに接続しなければなりません。



JTAGICE mkⅡでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
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AtmelのJTAGICE mkⅡはJTAGまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援するAVRをﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞできます。

JTAGICE接続 図8-1. STK503へのJTAGICE接続

上図で示されるようにJTAGICEﾌﾟﾛｰﾌﾞをJTAGｺﾈｸﾀへ接続してください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに於いて本ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使用可能とするには、STK500からRESETｼﾞｬﾝﾊﾟも取り外さな
ければなりません。



障害対策の指針
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの問題
問題 対処原因

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続。
STK500のISP6PINとSTK503のISP間を6芯
ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞもご覧ください。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが動
作しない。

AVRが低ｸﾛｯｸ周波数
で走行。

STK500やSTK503のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁが正しい
位置であるのを確認してください。AVR St 
udioのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのMainﾀﾌﾞの
Settings...釦からでISPｸﾛｯｸ周波数を減じ
て試してください。

10芯ｹｰﾌﾞﾙ誤接続。

STK503のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ
が不正な位置。

設定(接続)についてはAVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
をご覧ください。高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞが動作しない。

STK500上のBSEL2, 
OSCSEL, RESET, VT 
ARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが正しく
設定されていない。

このｽｨｯﾁをSTK500位置に設定してくださ
い。AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞもご覧ください。

一般の問題
問題 対処原因

ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝのいくつか
が動作しない。

AVRがZIFｿｹｯﾄに正し
く装着されていない。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがｿｹｯﾄに正しく装着されているの
を確認してください。装着ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾗｯﾁが
開放されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽはｿｹｯﾄ底部へ良好
に接合されます。

不正なｸﾛｯｸ元かまた
はｸﾛｯｸなし。

ｸﾛｯｸ ﾋｭｰｽﾞ設定に従って、STK500とSTK 
503で適切なｸﾛｯｸ元を選択してください。
STK500のOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟとSTK503のｸﾛｯ
ｸ ｽｨｯﾁを調べてください。ｿｹｯﾄの1つでｸﾘ
ｽﾀﾙを使っている場合、ｿｹｯﾄにしっかりと
装着されていることを調べてください。

ｺｰﾄﾞ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)が走
行しない。

ｸﾛｯｸ周波数が(その動
作電圧での)AVRのｸ
ﾛｯｸ速度を超過。

仕様内でAVRが走行することを調べてくだ
さい。AVRの速度種別を調べ、動作電圧と
動作周波数についてﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてく
ださい。

AVRが～MHzで動
作しないが、より低
い周波数で動作す
る。 STK500上に～MHzｸﾘｽ

ﾀﾙを装着。

STK503上のｿｹｯﾄにｸﾘｽﾀﾙを配置してくだ
さい。ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁをｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ側位置に
設定してください。



追補
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ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ STK503にはSTK500で利用可能なﾎﾟｰﾄに加えて更に7つのﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀがあります。これらは
PORTE, PORTF, PORTG, PORTH, PORTJ, PORTK, PORTLです。各ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は以
下に記載されます。

表A-1. STK503ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

PORTE PORTGPORTF

1 2PE0 PE1 1 2PF0 PF1 1 2PG0 PG1

3 4PE2 PE3 3 4PF2 PF3 3 4PG2 PG3

5 6PE4 PE5 5 6PF4 PF5 5 6PG4 PG5

7 8PE6 PE7 7 8PF6 PF7 7 8SRAMEN A16

9 10GND VTG 9 10GND VTG 9 10GND VTG

PORTH PORTKPORTJ

1 2PH0 PH1 1 2PJ0 PJ1 1 2PK0 PK1

3 4PH2 PH3 3 4PJ2 PJ3 3 4PK2 PK3

6PH4 PH5 5 6PJ4 PJ5 5 6PK4 PK55

7 8PH6 PH7 7 8PJ6 PJ7 7 8PK6 PK7

9 10GND VTG 9 10GND VTG 9 10GND VTG

PORTL

1 2PL0 PL1

3 4PL2 PL3

6PL4 PL55

7 8PL6 PL7

9 10GND VTG

SRAM 次のSRAMﾁｯﾌﾟがSTK503で使うことができます。

表A-2. 推奨SRAMﾃﾞﾊﾞｲｽ

400mil SOJCY7C1019BV33-V

部品番号 製造業者供給電圧外囲器

IS63LV1024-T TSOP-Ⅱ

ISSIIS63LV1024-J 3.3300mil SOJ

400mil SOJIS63LV1024-K

400mil SOJIDT71124-Y 5.0

300mil SOJIDT71V124SA-TY
IDT

400mil SOJIDT71V124SA-Y 3.3

TSOP-ⅡIDT71V124SA-PH

400mil SOJCY7C1019-V
5.0

400mil SOJCY7C1019B-V
Cypress

300mil SOJCY7C1018BV33-V
3.3

400mil SOJTC558128BJ
5.0

TSOP-ⅡTC558128BFT
東芝

400mil SOJTC55V8128BJ
3.3

TSOP-ⅡTC55V8128BFT

400mil SOJK6R1008C1C-J
Samsung5.0

TSOP-ⅡK6R1008C1C-T

TSOP-ⅡAS7C31025A-HFC Alliance5.0



全回路図

以下に、STK503改訂Aの実装図と全回路図が示されます。
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実装図 (表面視)
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全回路図

STK503 使用者の手引き14

P
A

G
E
: 

 1
 o

f 
 3

T
IT

L
E
: 

S
T

K
5
0
3
 M

C
U

-
R
ev

is
io

n
: 

  
A

S
T

K
5
0
3
-
m

cu
.S

ch

A

8

AB
BC

CD
D

8
7 7

66
5 5

44
3 3

22
1 1

A
tm

el
 N

o
rw

ay

V
es

tr
e 

R
o
st

en
 7

9
,

7
0
7
5
 T

IL
L
E
R

N
O

R
W

A
Y

D
at

e:

D
o
cu

m
en

t 
n
u
m

b
er

:

8
-
S
ep

-
2
0
0
4

1
4
:5

6
:1

7

21

1
0
0
N

_1
6
V

_X
7
R

C
1
0
2

21

1
0
0
N

_1
6
V

_X
7
R

C
1
0
3

21

1
0
0
N

_1
6
V

_X
7
R

C
1
0
4

21

1
0
0
N

_1
6
V

_X
7
R

C
1
0
5

21

1
0
0
N

_1
6
V

_X
7
R

C
1
0
6

A
V

T
G

B
L
M

-
2
1
A

1
0
2
S

L
1
0
0

回路図 (1/3)
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回路図 (3/3)
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2005年1月 : 既知の問題はありません。
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この使用者の手引きはAtmelのSTK503英語版使用者の手引き(STK503_UG.pdf -03/06)の翻訳日本語版使用者の手引きですが、
AVR Studio付属のﾍﾙﾌﾟ(STK503.CHM)の最新情報など、作成時点に於ける最新情報に追加修正されています。日本語では不自然
となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必
要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。構成を他のSTK使用者の手引きに合せ
ました。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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